















金属を高温から急冷 した り高エネルギー粒子線を用いて照射を行 うと､金屑中に原子空孔
や格子間原子及びそれ らの結合 した様々な格子欠陥が多量に導入 される｡これらの点欠陥は､
その金属の物性や力学的性質に重要な影響を与えるC一般に､ これらの点欠陥の挙動はもと




て､原子空孔 と格子間原子を点欠陥として導入 した.照射後､ 57Feメスバウアー効果測定
を行い､STFe原子 と点欠陥とが結合 したときの原子核の超微細構造がAl格子位置を占めた
時 と異なっていることを利用 して､Fe原子 一点欠陥複合体による成分を分離解析 した｡ま





イモデルでは説明す ることができず､混合亜玲型格子間原子を形成 したFe原子がある限 ら
れた範関内で､核 レベルの寿命の逆数に近い頻度で局所的な ジャンプを行 う､いわゆる
cage皿Otionを行 っていることのみで説明することがで きるQCagemOtionが､吸収休実験で
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